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「小牧市GIGAスクールを次ステップへ」



年度末更新への対応とノウハウの蓄積

• 「GIGA スクール構想 年度更新タスクリスト」

文部科学省（2021）
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文部科学省：令和4年度概算要求のポイント
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長野県ICT教育推進センター
信州大学教育学部附属次世代型学び研究開発センター

教育DXお悩み相談室
毎月火曜日 16:30～17：00



※長野市立長野中学校（2022）英語デジタル教科書の活用について，教育DXお悩み相談室資料



※長野市立長野中学校（2022）英語デジタル教科書の活用について，教育DXお悩み相談室資料
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個別学習 協働学習 家庭学習

ICTを活用し、課題
解決に必要な情報
を収集・分析できる。

学習履歴を客観的
に振り返り、必要な
課題を把握できる。

ICTを活用し、より
多様な他者とプロ
ジェクトを実行できる。

他者と協働学習し
た成果を、ICTを活
用して発表できる。

未来の自分を創造
するため、ICTを活用
して自律的に学べる。

Web上で必要な資
料にアクセスし、批判
的に思考できる。

ソフトを活用し、図
表やグラフを使って
レポートを作成でき
る。

クラウド上のリストか
ら、必要な課題を
選んで学習できる。

ICTを活用し、校内
のメンバーとのプロジェ
クトを実行できる。

クラウド上で、ソフトを
活用し、協働制作
等ができる。

自分の端末でスケ
ジュールを管理し、
学習時間を決める。

予習や復習に必要
な課題をクラウドか
ら選択・実行できる。

インターネットを使っ
て課題解決に必要
な情報を収集できる。

複数の課題から学
びたい課題を選んで
学ぶことができる。

書画カメラで、ノート
や資料を投影し、
考えを説明できる。

電子黒板上で互い
の考えを理解し、話
し合うことができる。

学習ポータルサイト
等の学習動画を家
庭学習に活用でき
る。

教師から与えられた
課題に取り組み、提
出することができる。

R3.1.18 長野県教委：学びの改革支援課
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令和3年度の目標：子どもたち全員が、クラウドによる「同時共同編集」ができる

市町村教育委員会

③組織・支援体制
先設置者による組織、
支援体制の構築

令和3年4月GIGA
本格スタート

学

校

情報活用能力を高め、
・個別最適な学び
・協働的な学び

⑥広報を含む情報発信の工夫 ⑤研修・周知
１人１台端末の意義、教職
員への研修、家庭への周知

基本操作
学習経験把握

使用場面
写真撮影・管理

付箋アプリ

チャットアプリ
一斉学習
協働学習
個別学習

プログラミング

情報モラル

ID・Pass

タイピング

統計・資料の活用

表計算アプリ

発表アプリ

使用アプリ

②クラウド利用
アカウントＩＤの発行、
配布、ネットワーク整備

①管理・運用の基本
管理台帳、問合せ先設置、
管理・運用上のルール

④ＩＣＴの利用
学校においてＩＣＴ端末と
インターネットの効果的
かつ安全・安心



「正解のない問い」に向かうための力

12

・新たな価値を創造する力
・対立やジレンマを克服する力
・責任ある行動を取る力

※OECD Education 2030

この力を身につけるのに1人1台端末での
「同時共同編集」が有効。共同から協働へ

1人1台端末は，教員が教える教具ではなく，
子どもが学ぶための文房具にすべき



同時共同編集での学び
• 小学校3年生のJambord活用
• ちょっとしたことで友達の画像
を消してしまったり，自分の思
い通りにならなかったりする

• 「私これやるね」
「ここをこうした方がいいんじ
ゃない」の声

• 「〇〇ちゃんと一緒になってつくったら、自分ひとりよりもよ
いものができた」

• 「最初はぶつかっちゃってうまくいかなかったけど、話し合い
ながらやったらきちんとやることができた」

• 「自分の分担の所を責任をもってやることができた」
「新たな価値を創造する力」
「対立やジレンマを克服する力」
「責任ある行動を取る力」

共に作り，伝え合う中で子どもは成長する
※学びセンター通信(2021)10月号



端末の日常化から次のステップに

S
Substiution代替

A
Augmentation増強

M
Modification変容

R
Redefinition再定義

重点領域 分かる授業
遠隔授業・動画視聴

日常利用
情報ライフライン

学びの個別化・協働化・社会化
個別最適化とクラウド活用

活用特徴 教員の教具的活用 学習者の文具的活用 知的生産と蓄積編集 学習プロセスの転換

活用頻度

日常利用の踊り場

日常への急坂

※豊福(2019)教育情報化のSAMRモデルとAに至る急坂

教育情報化のSAMRモデルとAに至る急坂



「私がします」

「私たちはします」

「あなた方は
協力してします」

「あなたが一人
でします」

生徒の責任

教師の責任

教師の一斉指導とルール決め

教師がガイドする
活用

協働での活用

1人で判断・活用

生徒に任せる
活用

教師から生徒への責任の移行
※ダグラズ・ナンシー（2017）「効果的な指導の枠組」を元に筆者加筆

自走できるように責任を移行

主任の先生 他の先生

先生 児童・生徒


	スライド番号 1
	年度末更新への対応とノウハウの蓄積
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	「正解のない問い」に向かうための力
	同時共同編集での学び
	端末の日常化から次のステップに
	自走できるように責任を移行

